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実際の聖火の到着は台風のために一日遅れ、９月７日になりました。
「琉球のあゆみ」　1964 年 8 月号（琉球政府計画局広報課発行）[0000113892] に掲載された図です。
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二
〇
二
〇
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催

が
決
定
し
、
二
度
目
と
な
る
東
京
五
輪
に
日

本
中
が
沸
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
一
九
六
四
年
、
今
年
は
そ
れ
か

ら
ち
ょ
う
ど
五
十
年
に
な
り
ま
す
。

　

一
九
六
四
年
当
時
、
沖
縄
の
施
政
権
は
日

本
で
な
く
ア
メ
リ
カ
に
あ
り
ま
し
た
。
沖
縄

と
日
本
の
行
き
来
に
は
、
米
国
民
政
府
（
ア

メ
リ
カ
政
府
が
沖
縄
統
治
の
た
め
に
設
置
し

た
出
先
機
関
）
の
許
可
が
必
要
で
、
沖
縄
で

日
本
国
旗
を
お
お
や
け
の
場
所
に
掲
揚
す
る

こ
と
も
自
由
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
施
政
権
下
で
も
「
潜
在
主
権
」

は
日
本
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、

沖
縄
と
日
本
の
間
に
は
大
き
な
溝
が
あ
り
ま

し
た
。

　

一
九
五
九
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

が
報
じ
ら
れ
る
と
、
沖
縄
で
は
多
く
の
人
々

が
日
本
の
一
員
と
し
て
感
動
を
分
か
ち
合
い

た
い
と
願
い
ま
し
た
。
せ
め
て
沖
縄
で
も
聖

火
リ
レ
ー
を
実
施
し
て
ほ
し
い･･･
。

　

一
九
六
四
年
九
月
七
日
、
待
望
の
聖
火
が

沖
縄
入
り
し
、
三
日
間
か
け
て
沖
縄
島
を
一

周
し
ま
し
た
。

　

聖
火
リ
レ
ー
に
わ
い
た
当
時
の
沖
縄
を
、

当
館
所
蔵
資
料
で
ふ
り
か
え
る
「
一
九
六
四

年 

沖
縄
を
か
け
ぬ
け
た
聖
火
リ
レ
ー
」
展

は
、
二
〇
一
五
年
一
月
十
八
日
（
月
）
ま
で

の
開
催
で
す
。（
資
料
解
説
の[ ]

内
は
資
料

コ
ー
ド
で
す
）

特集

久志村（現・名護市）嘉陽　聖火宿泊碑前での式典　
1964 年 9 月 8 日　[0000108743/009140]

1962 年 8 月 18 日付で東京オリンピック組織委員会が発表した「聖火リレー
国外編」の概要。聖火中継の日程表の最後に、Naha、Okinawa とあります。
他の中継地は Jakarta, Indonesia のように、都市名と国名が並記されました
が、那覇には「日本」という国名ではなく、「沖縄」が記されました。

“Olympics, 1964”[0000106051] 中の 1 件

具志頭村
1964 年 9 月 8 日

[0000108742/
008861]

沖縄島南部　
1964 年 9 月 8 日　

[0000108746/
010033]

正走者の聖火トーチ　[ 個人蔵 ]
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沖
縄
聖
火
リ
レ
ー
を
迎
え
る
た
め
に
、

沿
道
に
は
日
本
国
旗
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

米
軍
は
自
由
な
掲
揚
を
禁
止
し
て
い
ま

し
た
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
祝
祭
ム
ー

ド
の
中
で
は
黙
認
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん

で
し
た
。「
異
民
族
統
治
」
に
不
満
を
強

め
て
い
た
住
民
は
つ
か
の
ま
の
「
祖
国

と
の
一
体
感
」
に
ひ
た
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

1938 年 日本、日中戦争激化のため 1940 年
東京五輪開催をキャンセル

1945 年 米軍、沖縄での日本国旗掲揚と国家
斉唱演奏を禁止

1952 年 米軍、個人の家屋や政治的な意味を
もたない私的な会合における日本国
旗掲揚を許可

1958 年 4 月　第 3 回アジア競技大会東京大
会 の 聖 火 リ レ ー、 沖 縄 で 実 施（22
日から 4 日間）

1959 年 1964 年東京五輪開催決定

1960 年 11 月　第 8 回九州各県対抗陸上競
技大会、沖縄で初の開催。公式の場
で初めて日本国旗掲揚

1961 年 6 月　池田・ケネディ共同声明で、
沖縄で法定祝祭日に限り公共建物に
日本国旗掲揚を許可

1962 年 4 月　インドネシア沖で操業中の沖
縄漁船「第一球陽丸」が国籍不明を
理由に銃撃される
7 月　沖縄での東京五輪聖火リレー
決定

1963 年 3 月　キャラウェイ弁務官、金門ク
ラブでいわゆる「自治神話論」演説

1964 年 3 月　聖火沖縄リレー実行委員会発足。
4 月　立法院、祖国復帰要請決議
6 月　立法院、自治権拡大・行政主
席公選要求決議。大田政作主席、辞
表提出
8 月 1 日　キャラウェイ弁務官の後
任としてワトソン弁務官着任
9 月 1 日　日琉間マイクロウェーブ
回線開通式
9 月 7 日　聖火沖縄入り（～ 11 日）、
コザセンター通りで日本国旗を損壊
した米兵を逮捕。ワトソン高等弁務
官が後日謝意表明

1965 年 1 月　立法院、米兵による国旗損壊
に対する抗議決議
8 月　佐藤栄作総理来沖

1967 年 7 月　米軍、沖縄の船舶に三角旗付
き日本国旗の掲揚を許可

1968 年 2 月　米軍、行政主席公選制を発表

1969 年 11 月　佐藤・ニクソン会談で 72 年
沖縄返還合意

12 月　米軍、日本国旗掲揚を全面
解禁決定（施行は 1970 年）

「1964 年沖縄をかけぬけた聖火リレー展」
関連年表

那覇市内　1964 年 9 月 9 日　
[0000108744/009445]

走者が着用した
ユニフォーム

[ 個人蔵 ]

Pamphlet 360-10, 1 Nov. 65. Army Information, Orientation: Flying the Japanese 
Flag and United States-Japan Relationships.　[0000044938]
米軍が「オリエンテーション：日本国旗掲揚と米日関係」と題して、1965 年 11
月 1 日付で配布した軍人向けパンフレット。日米間の友好関係のために ｢琉球
列島におけるすべてのアメリカ人の行為は､ 日本国旗へ敬意を払おうという意欲
を反映するものでなくてはならない｣ と説きました。

国旗掲揚に関する請願　
 1952 年 5 月 7 日
[0000062782]
講和条約発効直後、沖縄
教職員会が、比嘉秀平行
政主席に対して、「機会あ
るごとに日の丸を掲揚す
ることが重要だ」と、うっ
たえた文書です。

琉球列島米国民政府布令改正第 26 号　1952 年 4 月 28 日　
「国旗の掲揚」

米軍は、1952 年の講和条約発効を機に、集成刑法を改正
し「人の家屋や政治的な意味をもたない私的な会合」に限っ
て、日本国旗の掲揚を認めました。
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当
館
所
蔵
の
琉
球
政
府
文
書
（
紙
資
料
）

の
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ー
タ
を
作
成
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
す
る
「
琉
球
政
府
文
書

デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
推
進
事
業
」
が
、

平
成
二
十
五
年
度
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
（
ソ
フ
ト

一
括
交
付
金
）
を
活
用
す
る
同
事
業
は
、

二
〇
二
一
年
度
ま
で
継
続
予
定
で
す
。

　

琉
球
政
府
文
書
の
「
県
民
の
公
平
な
利

用
」
お
よ
び
「
国
内
外
の
沖
縄
研
究
の
発
展
」

を
目
的
と
し
、
最
終
的
に
は
、
十
三
万
簿

冊
以
上
（
一
冊
数
十
～
数
百
ペ
ー
ジ
と
し
て

一
千
万
ペ
ー
ジ
以
上
）
の
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ー

タ
が
、
当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

沖
縄
は
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
七
二
年
ま

で
日
本
が
潜
在
主
権
を
留
保
し
つ
つ
、
米
国

が
施
政
権
を
持
つ
と
い
う
特
殊
な
統
治
体
制

下
に
あ
っ
た
の
で
、
琉
球
政
府
文
書
は
、
世

界
的
に
見
て
も
特
異
な
沖
縄
の
戦
後
の
歴
史

を
、
調
査
研
究
及
び
検
証
す
る
こ
と
が
で
き

る
重
要
文
書
で
す
。
一
九
七
二
年
一
月
二
十

日
の
琉
球
政
府
局
長
会
議
で
、
同
文
書
は
歴

史
的
に
貴
重
な
記
録
で
あ
る
と
し
て
、
保
存

し
て
後
世
へ
伝
え
る
た
め
に
、
沖
縄
県
に
引

き
継
ぐ
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

琉
球
政
府
文
書
は
、
こ
れ
ま
で
は
離
島
等

の
遠
隔
地
で
は
利
用
が
困
難
で
し
た
が
、
同

事
業
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
編
集
が
し
や
す
く

汎
用
性
の
高
い
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
あ
る
Ｐ
Ｄ

Ｆ
で
の
公
開
と
な
る
た
め
、
教
育
機
関
な
ど

で
の
二
次
、
三
次
利
用
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
は
、
二
〇
九
八
簿
冊

（
三
十
八
万
四
〇
一
〇
コ
マ
）
の
デ
ジ
タ
ル
・

デ
ー
タ
を
作
成
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
六
年

度
は
、
一
万
一
五
二
〇
簿
冊
以
上
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
・
デ
ー
タ
は
、
個
人
情
報
の
有

無
の
確
認
作
業
な
ど
を
経
て
、
平
成
二
十
七

年
度
以
降
に
当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
く
予
定
で
す
。

沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
を
活
用
し
た

　

平
成
二
十
五
年
度
お
よ
び
二
十
六
年
度

は
、
総
務
局
、
企
画
局
の
文
書
を
デ
ジ
タ
ル

化
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、

米
国
民
政
府
と
の
往
復
文
書
や
、
沖
縄
返
還

協
定
、
日
本
政
府
や
米
国
へ
の
要
請
、
毒
ガ

ス
撤
去
な
ど
に
関
す
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

同
事
業
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
と
同
時
に
簡

易
補
修
も
進
め
て
い
ま
す
。
劣
化
の
進
ん
だ

資
料
を
デ
ジ
タ
ル
撮
影
に
耐
え
ら
れ
る
状
態

に
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
撮
影

後
の
課
題
は
、
公
開
に
適
さ
な
い
個
人
情
報

の
有
無
を
確
認
す
る
作
業
を
効
率
よ
く
行
っ

て
い
く
こ
と
で
す
。

平置きした文書をオーバーヘッド
カメラで撮影

撮影をまつ文書

デジタル画像の処理作業撮影対象文書を管理し、出納する



5

沖縄県公文書館だより Archives 第 47 号

沖縄県公文書館
公文書活用講座
を開催しました

　

平
成
二
十
六
年
度
公
文
書
活
用
講
座

「
沖
縄
県
公
文
書
館
所
蔵 

沖
縄
戦
関
係

資
料
案
内
」
を
六
月
二
十
二
日
（
日
）

に
講
堂
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
米
海
兵
隊
第
六
部
隊
な

ど
が
戦
闘
の
最
中
に
撮
影
し
た
「
沖

縄
の
戦
い 　

Battle of O
kinaw

a, 
N

o.2

」
を
上
映
し
ま
し
た
。

 　

午
後
二
時
か
ら
は
、
講
座
「
沖
縄
戦

の
記
録
」
を
開
催
し
、
仲
本
和
彦
公
文

書
主
任
専
門
員
が
講
師
を
つ
と
め
、
当

館
が
所
蔵
す
る
沖
縄
戦
関
係
資
料
を
体

系
的
に
解
説
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
た
く
さ
ん
の
方
々
が
お
越

し
く
だ
さ
り
、
沖
縄
戦
に
関
す
る
意
識

の
高
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
関
連
企
画
と
し
て
開
催
し
た

ロ
ビ
ー
展「
沖
縄
戦
と
慰
霊
の
日
」で
は
、

所
蔵
資
料
の
紹
介
と
と
も
に
慰
霊
の
日

の
意
義
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　

当
館
は
、
戦
没
者
の
遺
族
・
戦
傷
病

者
等
の
援
護
事
業
を
所
管
す
る
沖
縄
県

援
護
課
の
文
書
や
、
米
国
国
立
公
文
書

館
か
ら
収
集
し
た
沖
縄
戦
関
係
資
料
を

所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
座
が
、
こ
れ
ら
の
資
料
を

保
存
し
、
活
用
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

ご
理
解
い
た
だ
く
契
機
と
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

琉
球
政
府
行
政
主
席
及
び
沖
縄

県
知
事
を
務
め
た
屋
良
朝
苗
氏
。

当
館
は
そ
の
直
筆
日
誌
の
複
製
を

所
蔵
し
、
公
開
し
て
い
ま
す
（
原

本
は
読
谷
村
所
蔵
）。

　

こ
の
「
屋
良
朝
苗
日
誌
」
の
記

述
を
ワ
ー
プ
ロ
で
入
力
し
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
猪
口
明
子
（
い

の
ぐ
ち
あ
き
こ
）
さ
ん
に
聞
き
ま

し
た
。

Q　

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め

た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

 

︱
沖
縄
県
立
博
物
館
で
開
催
し
て

い
た
復
帰
四
十
周
年
特
別
展
で
、

屋
良
朝
苗
日
誌
の
原
本
を
展
示
し

て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
を
見
て
、

い
た
く
感
動
し
ま
し
て
ね
。
公
文

書
館
に
複
製
が
あ
る
と
書
い
て

あ
っ
た
の
で
、
問
い
合
わ
せ
を
し

て
み
ま
し
た
。
印
刷
会
社
で
勤
務

し
て
い
た
の
で
、
手
書
き
文
字
を

読
む
こ
と
は
得
意
な
ん
で
す
よ
。

Q　

一
日
で
ど
れ
ぐ
ら
い
作
業
が
進
み
ま
す

か
？

 

︱
五
時
間
ぐ
ら
い
の
作
業
で
、
日
誌
の

二
十
四
～
二
十
五
ペ
ー
ジ
分
く
ら
い
で
し
ょ

う
か
。
最
初
は
七
ペ
ー
ジ
分
く
ら
い
し
か
進

ま
な
か
っ
た
の
で
、
だ
い
ぶ
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
し
ま
し
た
。

Q　

こ
の
作
業
の
醍
醐
味
は
何
で
す
か
？

 

︱
や
っ
ぱ
り
沖
縄
の
歴
史
の
内
側
を
垣
間

見
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
私
が
高
校
生

の
時
に
コ
ザ
暴
動
な
ど
が
起
こ
っ
て
。
そ
の

時
私
は
沖
縄
県
外
に
い
た
ん
で
す
が
、
沖
縄

の
こ
と
も
屋
良
さ
ん
の
こ
と
も
心
配
し
な
が

ら
、
復
帰
運
動
や
当
時
の
情
勢
を
見
守
っ
て

い
ま
し
た
。
今
こ
う
し
て
屋
良
さ
ん
の
日
誌

を
起
こ
し
て
い
て
、
当
時
は
こ
の
よ
う
な

心
境
だ
っ
た
ん
だ
と
思
う
と
感
慨
深
い
で
す

ね
。
こ
ん
な
広
々
し
た
閲
覧
室
で
作
業
が
で

き
て
嬉
し
い
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
る
猪
口
さ
ん
。
こ

の
作
業
の
成
果
は
公
開
に
む
け
て
準
備
中
で

す
。

「屋良朝苗日誌」と猪口明子さん

「屋良朝苗日誌」の複製
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第１回 伊江島

　

一
八
五
三
年(

嘉
永
六
）、
ア
メ
リ
カ
海

軍
M
・
C
・
ペ
リ
ー
提
督
は
、
日
本
へ
の
遠

征
の
際
に
沖
縄
を
訪
れ
、
琉
球
国
と
琉
米
修

好
条
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

彼
が
監
修
し
た
「
ア
メ
リ
カ
艦
隊
の
支
那

海
域
及
び
日
本
へ
の
遠
征
記 

巻
２
」
の
中

に
、
琉
球
国
時
代
の
伊
江
島
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
同
書
に
添
付
さ
れ
た
琉
球
地
図

に
は
、
伊
江
島
の
こ
と
を
「SUGAR LO

AF 
EE ISLAN

D

（
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
フ
・
イ
エ
・

ア
イ
ラ
ン
ド
）」
と
記
し
て
い
ま
す
。

　

一
九
〇
〇
年(

明
治
三
十
三
）
二
月
に
完

成
し
た
伊
江
島
灯
台
は
、
航
路
の
安
全
を
守

る
た
め
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
右
の

資
料
は
、
明
治
期
の
伊
江
島
灯
台
の
気
象
観

測
原
簿
で
す
。
気
温
な
ど
十
二
の
項
目
が
一

日
六
回
、
雨
雪
量
が
一
日
二
回
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
時
の
伊
江
島
の
自
然
環
境
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
伊
江
島
灯
台
関
係
資
料
」
は
他
に
二
十

点
あ
り
、
い
ず
れ
も
当
時
の
灯
台
業
務
を
知

る
う
え
で
重
要
な
資
料
で
す
。

　

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
）
の
沖
縄

戦
で
、
土
地
の
公
図
・
公
簿
の
ほ
と
ん

ど
を
焼
失
し
た
た
め
、
琉
球
政
府
時
代

か
ら
地
籍
調
査
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
関
連
文
書

は
、
個
人
の
財
産
や
権
利
を
証
明
す
る

記
録
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
土
地
の
形
状
や
利
用
状
況
の
変
遷

も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

左
の
図
は
、
一
九
六
四
年
（
昭
和

三
十
九
）
に
琉
球
政
府
が
土
地
の
実
態

調
査
や
測
量
を
行
う
た
め
に
作
成
し
た

伊
江
村
字
東
江
上
ユ
ブ
シ
原
（
現
在
の

伊
江
島
空
港
周
辺
）
の
一
筆
ご
と
の
調

査
図
で
す
。

　

公
文
書
館
に
は
こ
の
ほ
か
に
も
伊
江

島
関
係
資
料
が
あ
り
、
閲
覧
室
で
利
用

で
き
ま
す
。

沖縄は大小 49 の有人島からなる島しょ県であり、それぞれの島には独自の文化や歴史があります。
このコーナーでは、当館所蔵資料の中から島々に関するものをとりあげます。
第 1 回は、平成 25 年度に公文書館移動展で訪れた伊江島です。
左上の写真は、写真家ウィリアム・ジェンキンス氏が 1947 年から 1951 年にかけて撮影した伊江島の風景です。[0000033350]

Narrative of the Expedition of an American Squadron to the China Seas and Japan ,Vol.2　
アメリカ艦隊の支那海域及び日本への遠征記 巻２　1940 年版　岸秋正文書　[T00002928B]

気象観測控帳　1900 年から 1903 年　伊江島灯台　岸秋正文書 [T00012451B]

一筆地調査図　伊江村字東江上　自 1965 年 5 月 15 日
至 1965 年 10 月 1 日　沖縄県文書　[0000088787]
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利
用
証
の
有
効
期
限
が
切
れ
た
の

で
す
が
、
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
か
。
　

　　　　　　
　
　
　

利
用
証
の
有
効
期
間
は
一
年
間
で

す
。
来
館
時
に
身
分
証
を
提
示
し
て
更
新

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　　　　　
　
　
利
用
証
の
有
効
期
限
が
切
れ
た
の

で
す
が
、
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
か
。

　　　　　　で
す
が
、
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
か
。

　　　　　　で
す
が
、
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
か
。

　
　
　

調
べ
て
も
分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
教
え
て
も
ら
う
こ
と
は
で

き
ま
す
か
。

　
　
　

　
　
　

当
館
の
職
員
が
資
料
の
調
査
を

代
行
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
調
べ

方
や
検
索
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
関
す
る

相
談
に
は
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
質

問
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
閲
覧
室
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

閲覧室

　
　
　
資
料
は
す
ぐ
に
閲
覧
で
き
ま
す
か
。

　　　　　
　
　
　

閲
覧
室
内
に
あ
る
参
考
資
料
室
の

資
料
は
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
が
、
当
館

に
所
蔵
し
て
い
る
公
文
書
等
は
ほ
と
ん
ど

が
一
点
も
の
の
資
料
で
あ
る
た
め
、
館
内

に
あ
る
文
書
保
管
庫
で
管
理
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
資
料
は
閲
覧
申
請
を
し
て

い
た
だ
き
、
職
員
が
取
り
出
し
て
き
て
提

供
し
ま
す
の
で
、
そ
の
間
は
お
時
間
を
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
閲
覧
室
っ
て
、
な
ん
で
す
か
。

　　　　
　
　
　

閲
覧
室
は
当
館
が
所
蔵
し
て
い

る
資
料
を
実
際
に
手
に
と
っ
て
ご
覧
い

た
だ
い
た
り
、
複
写
が
で
き
る
場
所
で

す
。
閲
覧
棟
二
階
に
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　　　　
　
　
公
文
書
館
を
利

用
し
た
い
の
で
す
が
、

車
い
す
で
も
大
丈
夫
で

す
か
。

　
　
　

当
館
は
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
施
設
で
す
。

ま
た
、
館
内
に
は
車
い

す
二
台
の
ご
用
意
も
あ

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

A
．

A
．

A＆

A
．

A
．

A
．

Q
．

Q
．

Q

Q
．

Q
．

Q
．

　

沖
縄
県
公
文
書
館
の
管
理
業
務

は
、
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
さ

れ
た
公
益
財
団
法
人
沖
縄
県
文
化

振
興
会
が
実
施
し
て
い
ま
す
（
館

外
貸
出
の
許
可
、
寄
託
文
書
の
受

入
、
行
政
財
産
の
使
用
許
可
等
の

業
務
を
除
く
）。

　

平
成
二
十
五
年
度
事
業
の
概
略

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
収
集
業
務

　

沖
縄
県
文
書
（
沖
縄
県
の
機
関

が
作
成
・
収
受
し
保
存
期
間
が
満

了
し
た
文
書
等
）
を
三
一
一
六

箱
、
そ
の
他
個
人
か
ら
八
箱
、
計

三
一
二
四
箱
の
文
書
等
を
収
集
し

ま
し
た
。

◆
評
価
選
別
業
務

　

収
集
し
た
文
書
等
を
評
価
し
、

歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
も
の
を

選
別
し
ま
す
。
三
七
五
八
箱
を

評
価
選
別
し
、
一
三
八
九
箱
が

保
存
、
六
十
六
箱
が
一
部
保
存
、

二
三
〇
三
箱
が
廃
棄
と
い
う
結
果

に
な
り
ま
し
た
。

◆
整
理
業
務

　
「
保
存
」と
評
価
し
た
文
書
等
の
う
ち
、

二
七
二
〇
簿
冊
を
整
理
し
て
公
開
し
ま
し

た
。
ま
た
、
原
本
の
劣
化
防
止
用
に
作
成

し
た
代
替
物
四
〇
三
件
の
目
録
を
整
備
し

て
利
用
に
供
し
ま
し
た
。

◆
保
存
業
務

　

低
酸
素
濃
度
処
理
に
よ
る
殺
虫
処
理
、

簡
易
補
修
・
綴
じ
直
し
等
の
作
業
（
四
二
一

件
）、
弱
ア
ル
カ
リ
性
の
新
し
い
保
存
箱

へ
の
文
書
入
替
（
一
万
三
九
三
二
冊
）
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

◆
代
替
化
業
務

　

修
復
済
み
琉
球
政
府
文
書
「
恩
給
関
係

文
書
」「
陸
軍
兵
籍
簿
」
計
三
十
四
簿
冊

を
マ
イ
ク
ロ
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、
沖
縄

県
文
書
「
一
筆
地
調
査
図
」
一
九
三
簿
冊

を
デ
ジ
タ
ル
化
し
ま
し
た
。

◆
閲
覧
事
業
・
利
用
普
及
事
業

　

入
館
者
は
一
万
四
六
〇
〇
人
、
常
設
展

の
入
室
者
は
九
七
一
四
人
、
宜
野
湾
市
と

伊
江
村
で
開
催
し
た
移
動
展
の
参
加
者
は

合
計
一
四
八
七
人
で
し
た
。

資料の利用に関する疑問にお答えします！
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■
六
月
二
十
三
日
　

岸
田
文
雄
外
務
大
臣
が
当
館
を
見
学

　

沖
縄
県
主
催
「
平
成
二
十
六
年
沖
縄

全
戦
没
者
追
悼
式
」
出
席
の
た
め
来
県

中
だ
っ
た
岸
田
外
務
大
臣
が
来
館
な
さ

い
ま
し
た
。

　

特
設
展
示
「
沖
縄
戦
と
慰
霊
の
日
」

や
常
設
展
「
沖
縄
の
あ
ゆ
み
」
を
ご
覧

に
な
り
、
閲
覧
室
で
は
写
真
資
料
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
や
「
空
中
写
真
閲
覧
シ
ス
テ

ム
」の
説
明
を
お
聞
き
に
な
り
ま
し
た
。　
　

　

ま
た
、
米
軍
撮
影
・
編
集
の
沖
縄
戦

動
画
資
料
も
視
聴
な
さ
い
ま
し
た
。
沖

縄
戦
関
係
資
料
の
収
集
と
公
開
に
関
す

る
当
館
の
取
り
組
み
を
お
伝
え
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

利用案内

交通案内「1964 年沖縄をかけぬけた聖火リレー」展 
関連企画のご案内

■
閲
覧
室
の
開
室
時
間

　

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
、
閲
覧
申
請
は
四
時

三
十
分
ま
で
。

■
休
館
日

　

毎
週
月
曜
日
、
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
に
規

定
す
る
休
日
、
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
の
一
月

三
日
ま
で
の
年
末
年
始
、
六
月
二
十
三
日
（
慰
霊
の

日
）。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
館
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
閲
覧
室
内
に
あ
る
参
考
資
料
室
の
資
料
は
、
手
続

き
な
し
で
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。
写
真
ア
ル
バ
ム

（
米
国
で
収
集
し
た
沖
縄
戦
中
戦
後
の
写
真
、
琉
球

政
府
関
係
写
真
等
）、
新
聞
、
地
図
資
料
、
行
政
刊

行
物
等
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

■
書
庫
内
の
資
料
を
閲
覧
す
る
に
は
、
利
用
証
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
現
住
所
が
わ
か
る
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
、
学
生
証
等
）
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

■
閲
覧
室
内
の
資
料
検
索
用
パ
ソ
コ
ン
で
検
索
し
、

閲
覧
す
る
資
料
を
決
め
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
カ
ウ

ン
タ
ー
で
職
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
複
写
物
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
複
写
申
請
書
を

カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

　

参
考
資
料
室
の
資
料
は
、
申
請
者
が
ご
自
分
で
複

写
で
き
ま
す
。
書
庫
内
資
料
の
複
写
は
、
職
員
が
専

用
の
コ
ピ
ー
機
を
使
用
し
行
い
ま
す
。
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来
館
者

■上映＆アーキビスト・トーク
「所蔵資料が映し出す　沖縄の 1960 年代と聖火リレー」

　
■解説 豊見山和美　
 （公財）沖縄県文化振興会公文書主任専門員
■日時 平成 26 年 9 月 7 日（日）
 午後 2 時～ 3 時 30 分（開場　午後 1 時 30 分）
■場所 沖縄県公文書館講堂　
 入場無料　申込不要（当日先着 60 名）

50 年前の沖縄をわかせた聖火リレー。公文書
館所蔵の関連資料と時代背景について、写真
や動画資料をもとに専門員が解説します。


